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英學論考　第43号

　　自律的に学ぶ学習者の育成を目指した英語授業モデルの開発

　　　　　　　一プログレスカードを用いた授業実践一

臼倉美里

1．はじめに

　平成23年度から小中高と順次施行された新学習指導要領では，子どもたちの

「生きる力」をより一層育むことを基本方針に掲げ，変化の激しいこれからの

社会を生きるために，確かな学力，豊かな心，健やかな体の「知・徳・体」を

バランスよく育てることが大切であると謳っている。知識基盤社会の到来やグ

ローバル化の進展により，与えられた情報を効率よく処理する能力だけでなく，

幅広い知識と柔軟な思考力に基づく新しい知や価値を創造する能力が求められ

ており，そのためには，自ら課題を発見し解決するカ，コミュニケーション能

九物事を多様な観点から考察する力（クリティカル・シンキング），様々な情

報を取捨選択できる力の育成が不可欠である。本研究は，このような能力を備

えた，自律的に学ぶ学習者の育成のための英語指導モデルの構築を目指した研

究（高田，2013）の一端を担うもので，中学校と高校それぞれの授業実践例を

報告し，併せて生徒の自律意識を調べたアンケート調査の結果を分析・考察す

るものである。

2．研究の背景

2．1　学習者自律

　本研究では学習者自律を“the　ability　to　take　charge　ofone’s　own　leaming（Holec，

1985a）”および“capacity　一　for　detachment，　critical　refiection，　decision－making，　and

independent　action（Little，1991）”と定義づける。さらに，欧州言語共通参照枠（通

称CEFR，　Council　of　Europe，2001）が目指す自律の理念に寄せて，学習者が他者

の助けを得て，一人では成し遂げられなかったものを成し遂げられるようにな

るという，社会文化理論（Vygotsky，1978）を背景にした相互依存的側面も含んで

おり，自律的に学ぶ学習者を育てるためには，授業中に生徒同士が学び合う機
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会を設けることが不可欠だと考える。

　また，Littlewood（1991）は学校教育（特にアジア圏）における学習者の自律に

は，学習の目標設定から内省までの一連の学習過程を自分で管理統制する従来

のタイプの自律（proactive　autonomy）以外にも，例えば授業などで教師が設定

した学習目標の達成を目指して，自分で学習の段取りを考えたり，場合によっ

てはグループで協力して取り組む道を選択したりするといったタイプの自律

（reactive　autonomy）があり，特に学校教育の現場では，　proactive　autonomy育

成の素地としてのreactive　autonomyの育成もi無視できないとしている。本研究

で紹介する授業実践においても，最終目標であるproactive　autonomyの育成に至

る過程として，授業中の活動や教師の働きかけを通してのreactive　aut皿omy形

成にも注目した内容となっている。

2．2　ポートフォリオ的アプローチとプログレスカー一ド

　自律的に学ぶ学習者を育てるための授業実践の一っに「ポートフォリオ的ア

プローチ（portfolio－oriented　approach，（Kohonen　2001，2006））」がある。これは，社

会的文脈の中で学習者の自律とコミュニケーション能力を育成する方法で，

ELP（European　Language　Portfolio）プロジェクトの一環としてフィンランドで開

発された。このアブU一チに基づいた指導では，学習プUセスに焦点を当て，

教師の支援を受けながら生徒が自分の学習に責任を持てるようになるために，

学習の見通し（到達目標）を立て，その目標を達成するための活動を行い，自

分の学習を振り返る，という手順を踏む。Little，　Hodel，　Kohonen，　Meij　er，　and

Perclova（2007）では，自律を促すために教師がすべきこととして，（1）学習の

目的と過程について当事者意識を持たせる，（2）学習と言語について内省させ

る，（3）目標言語を使わせる，の3つを挙げている。これをもとに本研究では，

授業を通して自律を育てるための3つの柱を以下のように設定した。

　　（1）見通しを立てる：教師と生徒が授業の目標を共有する

　　（2）言語活動：目標達成のための言語活動を行う

　　（3）振り返り：目標達成の評価と学習の振り返りを行う

　この3つの柱を備えた授業を実現するためのツールとして，本研究で紹介す

る授業実践例では「プログレスカード（松沢，2002）」を用いた。フ゜ログレスカ
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一ドには，①単元の到達目標（Can－do形式），②言語技能，③言語知識，④毎

回の授業の振り返り記入欄，⑤単元終了時の振り返り記入欄が含まれており，

このうち①～③が学習の見通しを立てるための項目で，④と⑤が学習の振り返

りのための項目である。

　本研究で紹介する授業実践では，プログレスカード（下記図1～図3）を用

いて，自律の3つの柱のうち，「（1）見通しを立てる」と「（3）振り返り」を特

に意識した授業が展開される。さらに，生徒が学習により意識的に取り組むこ

とができるように，プログレスカードに，教師が設定した各課の到達目標に加

えて，生徒自身が「自分の目標」を記入する欄を設けている。このようにする

ことで，生徒に自分自身の学習の見通しを意識させ，学習に対する当事者意識

を持たせることができると考える。また，プログレスカードには毎時間の振り

返りを記入する欄も設けられていることから，振り返りの習慣化にもつながる。

これに関して，中学校での実践において，生徒自身が振り返りをしやすくする

ために，毎時間の振り返りを記入する欄をプログレスカードから独立させ，「振

り返りシート（下記図2）」として活用した。

　次の章では，プログレスカード（振り返りシート含む）を活用した，自律を

育てるための3つの柱に沿った授業モデルを紹介する。

3．授業実践

3．1　授業実践者および授業実践校の生徒の様子

　本研究では授業実践者として2名の先生にご協力いただいた（以下，A教諭，

B教諭）。

・A教諭：私立の中高一貫校勤務。教歴2年目。中学校1年生担当。担当クラ

　スには基本的な学習習慣が確立されていない生徒も少なからずおり，生徒た

　ちの英語学習に対するモチベーションは必ずしも高いとは言えない。ただし，

　教師の働きかけには素直に従う生徒がほとんどである。

・B教諭：都立高校勤務。教歴5年目。高校2年生担当。担当クラスには英語

　学習に苦手意識を持っている生徒が多いが，教師の指示にはしっかり耳を傾

　け，活動などは積極的に行う。
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図1：中学校版プログレスカード
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A発表者の人の紹介を聞いて、理解できる。

①GETlw3の聞き取り
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①1

Q　　3
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発音 ②CDのように本文を見ないで英文を言え ②音読カード、ペアで音読テス

る。 ト

使用教科書：New　Crown　English　Series　Book　1 （三省堂）
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図2：振り返りシート（中学校で使用）
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SelFEvaluation　Sheet
Lesson　2　New　Year，　s　Celebrations claSS name

GOAし

自分が正月にすることを3文以上で書くことができる
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’の　一 1 の
　　｝

ｳ科書のGrammar（SVOO，【t　seems　that～）を理解し、TRY！を解くことができる。 ☆ ☆ ☆
（自分が頑張ったこと、もっと頑張りたいこと、楽しかった活動など）

　言ロ

elash　Cardの単語を日本語→英語、英語→日本語に直すことができる。 ☆ ☆ ☆
　目読

bDのように、すらすら音読できる。 ☆ ☆ ☆

Stud　Ski‖ABCで⊃
①授業に集中して取り組んだ。 Date Todaゾs　Lesson：

観点

②ペアワーク等、活動には積極的に参加した。 観点 ① ② ③ 感想・反省

③積極的に発言した。 評価

Date Todaゾs　Lesson： Date Todaゾs　Lesson：

観点 ① ② ③ 感想・反省 観点 ⑦ ② ③ 感想・反省

評価 評価

Date Todaゾs　Lesson： Date Todaゾs　Lesson：

観点 ① ② ③ 感想・反省 観点 ⑦ ② ③ 感想・反省

評価 評価

Date Todaゾs　Lesson： Date Todaゾs　Lesson；

観点 ① ② ③ 感想・反省 観点 ① ② ③ 感想・反省

評価 評価

Date 丁oday’s　Lesson： Date Todaゾs　Lesson：

観点 ① ② ③ 感想・反省 観点 ① ② ③ 感想・反省

評価 評価



3．2　中学校における授業実践

　各課の初回の授業は，プmグレスカードを使って課全体の目標を確認・共有

することから始まる。その後，生徒各自が「自分の目標」をプログレスカード

に記入する。毎回の授業は基本的に以下のような流れで進む。

予習　　教科書のリスニング：教科書を閉じたままCDを聞いて，

　　　　でノートに書いてくる

聞き取れたことを日本語

1 warrning－up　and　Review（“Question－Game”）：先生が英語で質問をして，答えられた

人から着席する。全員が着席するまで行う

2　　本時の目標の確認

3　　新文法事項の導入：

　　　教科書に掲載されているリスニングタスクを使ったり，教員が物やジェスチャーを

　　　使って新文法事項を含んだ英文を聞かせたりして理解を促す。その後ノートに文法

　　　解説をまとめる。

4　　新文法事項の練習：

　　　口頭練習，教科書準拠のワークブック，教師による自作プリントを使って言語活動

　　　を行う。

5 教科書のリスニング：

聞き取れたことを日本語で生徒に発表させ，それを黒板にリストアップする。生徒

が聞き取れなかった箇所で重要な部分（理解してほしい箇所）については，教師か

ら問いかけて内容を確認する。

6 音読，レセテーション活動

7　　教科書本文をノートに写す

8　　「振り返りシート」の記入

　　　　まとめの言語活動：

　　　　　（1）リスニング活動＋再生（聞いて理解したことを声に出して言う）
各課

　　　　　（2）リーディング活動＋再生（読んで理解したことを声に出して言う）
終了時
　　　　　（3）ライティング活動：各レッスンで学んだ学習項目を使ったライティング活動

　　　　　　　で，「自己紹介」「なりきり自己紹介」「家族や友達の紹介」といったトピッ

一45一



　　クで，「○文以上」という条件を設定する

（4）スピーキング活動：各レソスンで学んだ表現を使ったスピーキング活動で，

　　例えばHow　manyの表現を学んだレッスンの最後に，「クラスで一番たくさん

　　漫画を持っている人を探そう」というトピックのもと，クラスメイトと英語

　　で会話する

「プログレスカード」の記入：

課全体の学習を振り返って自己評価（到達目標および自分の目標の達成度を評価）

と感想を記入する

　授業者（教諭A）は生徒の様子について，ペアワークなどで英語を使ってお

互いについての情報交換をする活動に特に熱心に参加しているというコメント

を寄せている。また，warming－up　and　Reviewで行っているQuestion　Gameにつ

いても反応が良いことから，英語を使って実際にコミュニケーションする機会

を授業中にできるだけ多く設けることが，授業への積極的な参加につながる。

　毎時間終了時に記入する「振り返りシート」には，学期当初は授業に対する

感想を書く生徒が多かったが，徐々に授業中に学んだ内容についてのコメント

が増えてきて，メタ言語的な振り返りへと移行している様子がうかがえた。

3．3　高校における授業実践

　各課の初回の授業は，プログレスカードを使って課全体の目標を確認・共有

することから始まる。その後，生徒各自が「自分の目標」をプログレスカード

に記入する。毎回の授業は基本的に以下のような流れで進む。

予習　　予習プリント：新出語句の意味確認，本文の穴埋め和訳

1 Oral　Introduction

2 新出単語の確認

3 本文の内容確認（予習プリントの答え合わせ）

4　　　Q＆A活動（英問英答）

　　　　　①個人で解答
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②4人グループでお互いに確認

③クラス全体で答え合わせ

5 音読活動（2～3回程度）

6 穴埋めSummary

7 Grammar　Exercise　（センテンスハント→問題演習）

※センテンスハント：教師が読み上げた英文を教科書の中から見つける活動

8 「プUグレスカード」の記入（毎時間の振り返り）

Let’s　Try！（ライティング活動）

各課

終了時

・各Lesson終了後に実施

・クラスでお互いのアイディアをシェア

・台紙に貼り保存

「プUグレスカード」の記入　（各課全体の振り返り）

　授業者（教諭B）からは，各課の冒頭でプログレスカードを使って目標を確

認することで，生徒たちはより意識的に学習に取り組むようになったというコ

メントが寄せられている。また，どの生徒もグループ活動（本文の内容を確認

するQ＆A活動）には特に積極的に取り組んでおり，その活動中には，英語が

できる生徒ができない生徒を助けてあげるなど，学び合いの様子が見られた。

　プログレスカードに記入された毎時間の振り返り欄には，その時間に自分が

頑張ったことや，逆にできなかったこと，教科書の内容についてのコメントな

どが書かれていた。さらに，生徒が書いた振り返りに対して教師がひとことコ

メントを書いて返却することで，プログレスカードが生徒と教師のコミュニケ

ーションの場としても機能していた。

4．アンケート調査

　ここまでに紹介した授業実践を通して，生徒の自律意識がどのように育まれ

ているかを調べるために，アンケート調査を行った。本研究と同様に，自律の

育成を目指した授業実践を行った先行研究（Little，　Ridely，　Ushioda，2002）で使用

されたアンケート（英語版）を元に日本語版を作成した。アンケートは3つの

パートで構成されており，Part・1では生徒の英語学習に対する意識を，　Part　2で
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は実際の学習行動を，そしてPart　3では英語学習へのモチベーションをたずね

ている（付録参照）。

4．1　調査手順

　授業実践を行った2人の教師が担当するクラスで，1学期末にアンケs・一一一一トを

実施した。回答者数は中学校が58名，高校が115名だった。

4．2　結果と考察

　以下，パートごとに結果を示し考察する。

晒　英語学習に対する意識
（5’

F強くそう思う～1：まったくそう思わない）※表内数値は平均値（SD）

項目 中学（58人）　高校（115人）

1．外国語の勉強は難しい。

3．57

．（1・19）

4．05

（0．97）

2．先生が授業中にできるだけ多く英語で話してくれると，英語の勉　　　3．40

強に役畝　＿＿＿．＿＿＿＿＿．一．－1｝・04）

3．15

（1．03）

3．間違った英語を話すくらいだったら，話さない方が良い。
2．60

（塑，

2．95

（1．09）

4．英語学習でもっとも大切なのは，文法だ。

3．07　　　　　　　3．23

！⊇．」里互一＿
5．英語を聞いたり話したりするよりも，読んだり書いたりする方が　　　2．97

一三≡ご1＿一．一＿．＿＿．＿．一．一．＿＿＿＿（｝・3竺！

3．11

（1ユ4）

6．英語は他の科目よりも難しい。

3．52

（工30）

3．58

（1．22）

7．英語を勉強するには，とても頭がよくなければならない。
2．57

．！｝・14～．

2．74

（1．05）

8．知性（＝頭の良さ）というものは，生まれ持って身についている

　ものなので，変えられない。

2．40

（1．36）

2．38

（1．12）
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9．英語がうまくなるには，授業外にも自分で勉強する必要がある。

3．88

（1．01）

4．02

（0．78）

　質問1（「外国語の勉強は難しい」）と質問6（「英語は他の科目よりも難しい」）

に対する回答の平均値が3～4となっていることから，英語学習に対する苦手意

識がうかがえる。その一方で，英語が使えるようになるには，授業外でも自主

的に勉強する必要があるという意識は高いことがわかる（質問9への回答参照）。

では生徒たちの実際の学習行動はどうだろうか。

國実際の学習行動

（5：いつもやる　～1：一度もやったことがない）※表内数値は平均値（SD）

項目 中学（58人）　高校（ll5人）

L授業で学んだ内容を，自分なりに振り返っている。

3．05　　　　　　　　2．39

（0．96）　　　　　　　（0．82）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．36　　　　　　　　2．96
2．授業中に先生がクラス全体に対して質問を投げかけたとき，自

分が儲されていないときでも・答えを考えようとしている・　（1．05）　　（1．01）

3．授業中にわからないことがあったら，友達や先生に聞く。

3．26

（1．04）

3．09

（1．04）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．19　　　　　　　3．20
4．英語の単語でわからないものがあったら，意味を調べるように

している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．15）　　　　　（1．07）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．00　　　　　　　　2．92
5．新しく学んだ単語は，忘れないようにノートに書きとめている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．22）　　　　　　（1．13）

6．英語の宿題はきちんとやるように努力している。

3．74　　　　　　　　3．85

（0．97）　　　　　　（0．98）

7．提出した宿題が返却されたときは，

　コメントをよく見るようにしている。

間違った箇所や先生からの
3．33　　　　　　　　2．88

（1．13）　　　　　　　（1．10）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．27　　　　　　　2．68
8．先生から指示があったときは，授業中にできるだけ英語を使う

　ようにしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．11）　　　　　（0．90）

ず稜に豆ぢど恵5箪語㌣議議だ百㌢菟脳ど言万万だぐそ嶺蓄舘

　するようにしている。
3．31 2．50
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（1．17） （0．95）

10．授業外でも，英語に触れる機会を持つようにしている。
2．64

（1ユ8）

2．48

（1．25）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．47　　　　　　　2．0211．発音をよくしたり英語の表現を覚えるために，授業外でも音読

をしている・　　　　　　　　　　（1．10）　（0．86）

12．英語を聞くとき，読むときは全部わからなくても大事なところ

だけを拾って意味を理解しようとしている。

3．26

（1．10）

3．17

（0．99）

　Part　2のアンケート結果では，授業に関する取り組みと授業外の学習への取

り組みの様子がわかる。まず，授業に関する取り組みの一っとして，宿題をし

っかりやるように努力しているかをたずねた質問6に対する回答を見ると，平

均値が4前後（中学3．74，高校3．85）となっていることから，今回調査対象と

した生徒たちは，教師から指示された宿題にはおおむね真面目に取り組んでい

る様子がうかがえる。その一方で，指示されたこと以外に自主的に英語学習を

行っているかについては，質問9，質問10，質問11に対する回答の平均値

がほぼすべて2点台であることから，あまり行われていないと言える。アンケ

ートのPart・1の質問9（「英語がうまくなるには，授業外にも自分で勉強する必

要がある。」）に対する回答から，生徒たちは英語が使えるようになるためには，

授業外でも自主的に努力を重ねる必要があることは認識しているようであるが，

Part　2の回答を見ると，具体的な学習行動には未だ結びっいていないようだ。

自律した学習者になるためには，教師から言われたことをこなすだけでなく，

自ら課題を見つけ，それを克服するために学習の計画を立てて行動し，その成

果を内省できるようにならなければならない。そのためには，授業中の学習内

容と家庭学習を関連させたり，生徒個人のレベルに合わせた助言をするなどし

て，学習方法についてのヒントを与えていく必要がある。

　次のセクションでは，調査対象者の英語学習に対するモチベーションを考察

する。
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魎　　英語学習へのモチベーション（あてはまるものに○。複数回答可）

　　　　※表内数値は人数（％）

項目 中学校 高校

1．外国語が話せたらすばらしいと思う。
　50　　　　　98

（96．2％）　　　（85．2％）

2．海外に行ったときなどに，他の人が言っていることがわかるようになる

　ために，英語を勉強している。

　34　　　　　43

（58．6％）　　　（37．4％）

3．英語の勉強が好きだ。
　21　　　　　26

（36．2％）　　　（22．6％）

4．英語の発音がうまくなりたい。
　35　　　　　63

（60．3％）　　　（54．8％）

5．カッコいいところを見せたいので，英語で話せるようになりたい。
　14　　　　　24

（24．1％）　　　（20．9％）

6．英語で話すのは楽しい。
　19　　　　　17

（32．8％）　　　（14．8％）

7、「友達同士でコミュニケーションをとるときに英語を使えば，まわりの

　人にはわからないので便利だ」という理由で英語を勉強したい。

　19　　　　　7

（32．8％）　　　　（6．1％）

8．英語を勉強しなくてすめばいいのに，と思う。
1410　　　　47　　37

（24．1％）　　　（40．9％）

9．親からは英語の学習をがんばれと言われている。
　39　　　　　39

（67．2％）　　　（33．9％）

10．外国の人と友達になりたいので，そのために英語の勉強は役に立つと
　思う。

　24
（41．4％）

　35
（30．4％）

　中学校の生徒も高校の生徒も「英語を話せるようになりたい（項目1）」「発

音がうまくなりたい（項目4）」という思いは強い。しかし，英語の勉強は好き

ではなく（項目3），勉強しなくてすめばいいのにと思っている（項目8）。こ

の結果から，生徒たちには嘆語が使えるようになりたい」という気持ちはあ

るが，学校での英語学習については，まだ十分な達成感あるいは充実感を持て
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ていない可能性がうかがえる。先行研究（Little，　Ridely，　Ushioda，2002）でも，同

様の結果が出ており，英語学習に対してネガティブな回答をしている学習者が，

常にモチベーションが低いというわけではなく，授業中の特定の学習活動に対

して苦手意識を持っているために，アンケートに対する回答がネガティブなも

のになった可能性があると述べている。そしてそれを実証するために，項目8

に○をつけた学習者の回答を分析したところ，ほとんどの学習者が英語学習に

対するポジティブな項目にも○をつけていることがわかった。このことから，

「英語を勉強したくない」という学習者の回答が，英語学習（例えば授業）の

ある一面のみを捉えての意見であり，必ずしも英語学習全体についての意見で

はない可能性が示唆された。今回のアンケート調査結果について同様の分析を

行ったところ，先行研究と同じような結果が得られた。項R8に○をっけた学

習者の7～8割が，項目1にも○をつけていた。

5．授業モデルの今後の課題

　本研究で紹介した自律を支える3つの柱に沿った授業実践例について，授業

担当者のコメントとアンケート調査を通して，授業改善に向けての今後の課題

が見えてきた。

（1）言語活動のさらなる充実

中学校・高校に共通して言えるのは，言語活動のさらなる充実である。実際に

英語を使ってコミュニケーションができたという成功体験を授業中に積み重ね

ることが，英語学習に対する生徒の自律意識を育てることにつながる。英語は

自分にとって「できない」ものではなく，「できる」ことであると実感させるた

めにも，段階的なスピーキング活動やライティング活動を多く取り入れる必要

がある。また，特に高校では，教科書の内容理解にかける時間を短縮するか，

日本語に頼りすぎない内容理解を行うことで，生徒が英語に触れる機会や，英

語を使う機会を増やすことができる。具体的には，予習プリントの穴埋め和訳

問題を，英語サマリーやGraphic　organizer（本文の内容を図式化して示したワー

クシ・一一・ト）の穴埋めに置き換えたりする方法が挙げられる。

（2）学び合いの機会の充実

上に挙げた言語活動の充実に関連して，そういった活動をペアやグループで行
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う機会を増やしていく必要がある。例えば，個人が書いたライティングの原稿

を，ペアになってお互いに読みあってコメントし，その後再び自分が書いた原

稿を書き直すといった活動が挙げられる。このような活動を通して，一人では

成し遂げられなかったことを，友人と協力し合うことで成し遂げることができ

たという経験をすることもまた，自律意識の育成につながる。

・6．おわりに

本研究では，自律した学習者の育成を日指した授業モデルの一例として，中学

校と高校における授業実践例を提案した。授業の骨格を担うのは，「見通しを立

てる，目標を達成するための言語活動を行う，学習を振り返る」という，自律

を支える3つの柱である。また，3っの柱の実現のために，プログレスカv－一一一ド

を取り入れ，生徒たちが授業の目標を意識し，積極的に活動に取り組み，さら

には自身の学習を振り返って次へとつなげていくことを目指した。本研究で対

象とした学習者は，授業実践開始時には，決して英語学習に対するモチベーシ

ョンが高いとは言えなかった。そのような中，約一学期間の授業実践を経て，

生徒の自律意識がどの程度育まれたかをアンケートにより調査したところ，英

語が使えるようになりたいというモチベーションはあるが，それがまだ自主的

な学習には結びついていないことがわかった。今後の課題としては，授業内外

で英語を使う機会を増やし，生徒同士の学び合いを通して，英語学習の成功体

験を積み重ねて行くための工夫が挙げられる。学習者が自律するまでには時間

がかかるが，日々の授業の中で，繰り返しこのような体験をさせていくことが，

自律への第一歩になる。
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徽羨檎鯵でも，藁灘魂れ轟撫鍛蜜持燃きま汰熟・る。
薯 法 栽 轟 暮

鵠燃鋤》礼精撒蕪、痢駐蛎．インタ〈砕憤輪9イト雛ぷ

灘、発音鉱くLたり舞鑓釣嚢養蜜覚えるた烈：、擾灘縛でも警挟
覧 皇 薮 痔 5

をLてい観

投藁綴憲獺く鰭。続む起鞄緯謙繍憶紅鷲も大幕なとこ為

烈憾槍蘇童練を鞭解雛鷲しでいる．
葦 法 泉 4 泉
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壌目

夢滋饗登欄

ﾔ噛む継藻◇砲こ

薯?尨W㊧

雀．擁鏑麟力糠昔たも蜜ぱもしいと灘き．

乞灘外法綬ったと霧など1㌫麹Φ義が欝惚ピいるこcがわか轟ぷぷこなる恕めホこ．

@　藁鑑養簸強しても、輻

3，養繕φ賠黎が欝麟㍍

鳶藁繕Φ灘嘗がう憲《な9たも㍉

5．カタ灘鋳いε叢ろ嚢鑑鷺たいOrで、藁描で籠ぱ蕎よう繧なりたい金

絃藁籍re鑛雪酷ぱ素Lいガ

乳ぎ友遼懸±でコ竃ユニヤーション笹とる歳世に藁鑛を使えぱ．ま釦攣Φ人妻こはわ

@　蕗w章い■で模刺培とい6離総で英繕を鱗強LたL㌔

ぴ鍵纏嚢鍵強Lなくです搬蕊、し噛｝芸、妻瀧あ

籔績から嬢薬籍φ学禦蜜がんぱれと欝われてPゐσ

織鳥灘撫人嘉歳螂：な轡≒い⑳で．ぞ撒た輝こ藻維節鱗灘ま齢芸滋懲起懲彰

臼倉美里（東京学芸大学　講師）
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